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株式会社大阪エクセレントｉＤＣ  

大阪市北区堂島 3-1-21         

 

平成１５年６月２日       

 

 

㈱ＮＴＴデータ、ＮＴＴ西日本㈱、㈱ＮＴＴネオメイト関西他 4 社が㈱大阪エクセレントｉＤＣを設立  
 

大阪府立ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ（愛称：ｅおおさかｉＤＣ）の開設に伴い事業運営を受託  
 

―情報化拠点づくりに新たな需要と活発な情報交流を促進し関西地域の活性化に貢献します－ 

 

 

㈱ＮＴＴデータ(*1)、ＮＴＴ西日本㈱(*2)、㈱ＮＴＴネオメイト関西(*3)、ネットワンシステムズ㈱(*4)、

㈱コミューチュア(*5)、大阪瓦斯㈱(*6)、新日本製鐵㈱(*7)の７社の出資により、本年 4 月 1 日に設立

された㈱大阪エクセレントｉＤＣは、「大阪府立インターネットデータセンター」（以下ｅおおさかｉ

ＤＣ）の事業運営のアウトソーシング(注 1)を受託しました。 

これは、大阪府において７月１日から運用を開始する「ｅおおさかｉＤＣ」の設備の管理運営を「財

団法人関西情報・産業活性化センター」（以下ＫＩＩＳ）に委託されていますが、その事業運営につい

て、㈱大阪エクセレントｉＤＣが「ＫＩＩＳ」からアウトソーシングを受けたものです。 

今後㈱大阪エクセレントｉＤＣは、公設民営の新しい事業モデルとして、電子自治体等の公共サー

ビスや新たなネットワークビジネス等の民間ビジネスのサポートをはじめ、先進的公共データセンタ

ーの機能を発揮できるよう「ｅおおさかｉＤＣ」の事業運営を行うこととします。 

 

事業概要 

㈱大阪エクセレントｉＤＣの取り組みとしては、民間、住民、自治体が相互に協力しながら

安心で快適な高度情報通信ネットワーク社会を構築していくための拠点となる「ｅおおさかｉ

ＤＣ」の設備を活用して、ハウジング、ホスティングの機能を提供するサービスのほか、デー

タのバックアップや保管サービス、開発スペースの貸与ならびにオペレーション等のサービス

を提供していきます。 

具体的な機能としては、インターネットエクスチェンジ（以下ＩＸ）(注 2)に直結したブロー

ドバンドネットワーク環境や、次世代インターネット通信規約であるＩＰｖ６(注 3)に対応する

などの先進的な通信環境、ＬＧＷＡＮ（総合行政ネットワーク）接続による府内自治体相互の

ネットワーク環境を有しています。 

また、防災・防犯への万全な備えや、ＩＣカードを活用した認証等最新の技術の活用により

高度なセキュリティを確保しています。同時に、高品質なオペレーション体制を確立し、２４

時間対応の電子商取引や、マルチペイメントネットワーク（電子納付）(注 4)接続環境の提供、

さらに火災や地震からお客様の重要データを守るエスクローサービス(注 5)の提供などを行いま

す。 

 

 事業目標 

㈱大阪エクセレントｉＤＣでは今後、電子自治体向けのサービスや民間企業の共同利用型シ

ステム等を誘致するなど、行政や民間が相互に協力しながら地域の情報化を進め、安心で快適

な高度情報化社会を構築していくという、新しい地域経営モデルの実現に貢献していくことで

今年度売上１．４億円、平成１６年度売上３億円、平成１７年度４．１億円を目指し事業を拡

大していきます。 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】    

㈱大阪エクセレントｉＤＣ 営業部  

 片山 TEL06-4392-2251  



《参考１》 

 

 

 

㈱大阪エクセレントｉＤＣの概要 

［社名］    株式会社大阪エクセレントｉＤＣ 

（登記名：大阪エクセレント・アイ・ディ・シー） 

（英文名：OSAKA ＥＸＣＥＬＬＥＮＴ ｉＤＣ） 

 

［設立］    平成１５年４月１日 

 

［営業開始日］ 平成１５年４月１日  

 

［所在地］   大阪市北区堂島三丁目１番２１号 

 

［資本金］   ３.２億円 

 

［出資者］    株式会社ＮＴＴデータ      39.5% 

西日本電信電話株式会社      30.0% 

株式会社ＮＴＴネオメイト関西  8.5% 

ネットワンシステムズ株式会社  8.0% 

株式会社コミューチュア     7.0% 

大阪瓦斯株式会社        4.0% 

新日本製鐵株式会社       3.0% 

 

［主な事業内容］ (1) 地域情報化拠点となる設備の運営 

(2) システムの運用・管理・保守 

(3) 情報データのバックアップと保管等 

(4) インターネット接続等 

(5) システム共同利用サービスの提供 

 



《参考 2》 

 

 

 

【文中の会社の所在地および社長名】 

(*1)㈱ＮＴＴデータ          （本社：東京都江東区  代表取締役社長：青木利晴） 

(*2)ＮＴＴ西日本㈱        （本社：大阪市中央区  代表取締役社長：上野至大） 

(*3)㈱ＮＴＴネオメイト関西    （本社：大阪市中央区  代表取締役社長：山﨑芳次） 

(*4)ネットワンシステムズ㈱    （本社：東京都品川区  代表取締役社長：佐藤一雄） 

(*5)㈱コミューチュア       （本社：大阪市西区   代表取締役社長：林 信幸） 

(*6)大阪瓦斯㈱          （本社：大阪市中央区  代表取締役社長：野村明雄） 

(*7)新日本製鐵㈱         （本社：東京都千代田区 代表取締役社長：三村明夫） 

 

 

【注記】  (注 1)アウトソーシング 

一般的に外部委託と訳されていますが、正確には外部（主に民間企業）の資源･能力を活

用して業務を委託する仕組みで、電子政府・電子自治体の進展に伴い、組織の見直しと

ともに取り組みが活発化しています。 

 

(注 2)ＩＸ（インターネットエクスチェンジ） 

複数のインターネットサービスプロバイダやネットワークを相互に接続するインターネ

ット上の相互接続ポイントのことで、高速道路で言うジャンクションに当たります。 

 

(注 3)ＩＰｖ６（Internet Protocol version6） 

アドレス資源の枯渇が心配される現行のインターネットプロトコル(IP)IPv4をベースに、

管理できるアドレス空間の増大、セキュリティ機能の追加、優先度に応じたデータの送

信などの改良を施した次世代インターネットプロトコルです。 

 

(注 4)マルチペイメントネットワーク（電子納付） 

e-Ｊａｐａｎの主要施策の一つとして掲げられている「歳入・歳出の電子化」に対応し、
申請・届出に必要な手数料や税金などをオンラインで納付可能にするための基盤として

活用される電子決済のネットワークです。  
 

(注 5) エスクローサービス 
顧客の磁気テープやディスクなど重要なデータ媒体を保管するため、厳重に管理

された金庫等に、磁気シールド工事を実施し、出し入れにも厳重なセキュリティ

下で行うサービスのことです。 


